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産
米
の
管
外
移
出
高
の

季
節
的
攣
動

八

木

芳

之

助

隔
、
米
穀

の
商
品
化
の
程
度

我
が
國
内
地
米

の
牧
穫
高
は
李
年
作

に
於

て
、
近
年
約
六
千

萬
有
に
達

し
て
み
る
。
併

し
斯
く
生
産
さ

れ
洗
米

の
全
部
が
商

口

コ

ド

ヨ

ラ

ラ

ロ
ゆ

り

リ

ロ

ロ

め

し

ト

リ
ュ

ロ
し

し

　
　

こ

し

へ
　

コ
リ

ヨ

　

　

ラ

レ

[田
41
さ
ぞ
、
も

¢
で
ね
清
く

膿
易
は
自
家
津
嚢

に
韻

づ
べ
き

部

分
.を
控
除
し
て
、
残
除
を
壷
却
し
貨
幣

に
換
償
す
る
も
の
で

あ
る
。
勿

論
農
家
に
於

て
消
費
さ

る
べ
き
米

と
錐
も
、
潜
在
的

な
る
供
給
力
と
し

て
存
在
す

る
限
り
、
米
償
に
射
し
間
接
的

に

何
等
か

の
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
な
る
こ
と
は
、
之
を
認

め
ざ

る

を
得
ざ
る
も
、
併
し
直
接

に
米
償
を
決
定
す

る
供
給
額

と
看
做

す

べ
き
も

の
は
、商
品
化
さ
る
良
米
量

に
外
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

商
品
化
さ
る
べ
き
米

の
徴
量
に
關
し
て
は
、
正
確
な
る
統
計

の

徴
す
べ
き
も
の
が
な
く
、
ま
た
之
を

正
確

に
算
出
す
る
こ
と
は

到
底
不
可
能
で
あ
る
。
今

日
普
通
に
は
内
地
産
米
に
就

て
は
、

其

の
約
半

ば
た
る
三
千
萬
石
が
商
品
化
さ
る
エ
も
の
と
推
定
さ

産
米

の
管
外
移
出
高
の
季
節
的
攣
動

れ
て
る

る
。
私
は
全
國
李
均

の
人
口

「
人
當
り

の
米
沿
…費
量
に

農
業
人

口
を
乗
じ
た

る
も

の
を
以
て
、
農
民

の
米
油
費
量
と
看

做
し
、
之
を
牧
穫
高
よ
り
差
引
き
た
る
残
額
を
以

て
、
商
品
化

さ
る
べ
き
米

の
数
量
と
推
定
す

る
。
勿
論
嚴
密

に
云

へ
ば
、
内

地

に
は
約

百
萬
戸

の
不
耕
地
圭

あ
り

、
此
等

の
地
主
は
自
家
用

米
を
小
作
米

に
仰
ぐ
も

の
で
あ
ゆ
、
叉
小
農
中
に
は
自
家
用
飯

米

の

一
部
分
を
自
給

し
得
ざ
る
ーー
の
4一
、
妙
な
く
な

い
で
あ
ら

う
。
併

し
大
鑑

に
於

て
此

の
両
者
は
互

に
相
殺
さ
る
、
も

の
占

考

へ
ら

れ
る
。
ま
た
農
家

と
農
業
者
以
外
と
の
間
に
は
、

一
人

當
り

の
米
消
費
量

に
相
違

あ
る
や
も
知

れ
ざ
る
黙
に
つ
き
、
且

つ
ま
た
農
家

の
食
糧
中
に
は
萎
其
他

の
雑
穀
が
今
尚
ほ
相
當
に

重
き
を
な
し

つ
、
あ
る
黙
等
を
も
、
合

せ
て
考
慮
す

べ
き
で
あ

ら
う
。
此
等

の
事
情
を
斟
酌
す
る
た
め
、
私
は
全
國
平
均

一
人

當
り
消
費
高
を

以
て
農
民

一
人
當
り

の
米
消
費
量
と
看
做
す
と

同
時

に
、
至
國

一
家
族
李
均
人
敷
を
以

て
農
家

一
家
族

の
李
均

の

人
数

と
看
做
す

こ
と
に
よ

っ
て
、
推
定
を
進

め
た
。

左

の
推
定

に
よ
れ
ば
、
米
産
額

の
四
七
●
七
%
が

商
品
化
さ

る
エ
こ
と

エ
な

る
。
農
林
省

の
推
定
に
よ
れ
ば
、
自
大

正
十
三

第
三
十
三
巻

二
九
五

第
二
號

一
三
九

1)加 賀卯之吉 氏、米穀 法が 改正 されて 兆調 節.の数果を疑ふ(大 日本米穀會 第二

。)嘉羅 蟹 己魯軽 羹書誌讐)。58
商 品化 さ るべ き来 量 の推 定 に就 ては 、西 澤 墓 一 氏 、米 穀 法運 用 の實 績 に關 す
る調査p・ εo・.近藤 康 男氏 、資 本 の農業i支配(産 業 組合 、昭和5年1月 號)P-13

参 照3)那 須 氏 、同 書P・3参 照



産
米
の
管
外
移
出
高
の
挙
筋
的
憂
動

年
玉
昭
和
三
年

の
五
ケ
年
平
均
に
於

て
、

米
産
額
の

五
四
・
七

リ
コ

%
が
商
品
化

さ
る
㌧
こ
と
、
な

っ
て
み
る
。
大
艦
に
於

て
米
産

額

の
約
孚
ば
が
商
品
化

さ
る
㌧
も

の
と
考

へ
て
、
大
差
は
な
か

ら
う
。

第一表 商品什 さるべ き米墨:

(自 大正十 四年 至昭和四年雫均)

農 家 戸 数

農 業 人 口

・一人當 り米消費

5,563㌧365戸

鷲7,955,90,人

1.:[186石

3,127万 石

`,,945万 石

2,813万 石

47.4%

(
註
)農
家
戸
数
は
農
林
省
統
計
表

の
数
字

に
よ
る
。

一
人
常
り
の
米

清
費
量
は
昭
和

六
年
度
の
米
穀
要
萱

に
よ
る
。
全
国
平
均

の

一
家
族

人
数
は
、
大
正
十
四
年
及
び
昭
和
五
年
度

の
両
度

の
國
勢
調
査

の
夫

々
の
全
国
世
帯
数
を
以

て
総
人
口
を
除
し
た
る
商

の
平
均

に
よ
る
。

而

し
て
此

の
平
均

は
五
・
〇
二
五
人
と
な
る
。

右

の
商
品

化

さ

る

」
米
量

は
、

一
部
分

は
生
産

さ

れ
た

る
諸

府
縣

内

に
於

て
販
費

消

費

さ

れ
、
残

鹸

は
所
謂

『
産

米

の
管
外

、移
出

高
』

と
な

っ

て
、
他

府

縣

に
移
.出

さ

れ

る
。
而

し

て
前

者

第
三
十
三
巻

二
九
六

第
二
號

一
四
〇

の
数
量

に
就

て
は
、
之
を
確
實

に
知
る
統
計
資
料
を
有
せ
ざ

る

も
、
後
者

の
管
外
移
出
高
に
就

て
は
、
全
國

の
穀
物
検
査
所
よ

め

り
毎
月
稜
表
さ

る
㌧
が
故
に
、
之
を
正
確

に
知

る
こ
と
が
出
來

る
。
全
図

の
産
米
管
外
移
出
高
は
、
最
近
の
五

ケ
年
李

均
に
於

て
、

一
、
二
六
八
萬
石
に
達

し
、内
地
米
産
額

の
二

一
・三
%
を

占
め
、
商
品
化
さ

る
べ
き
衆
星

D
陶

四
五
%
を
占
む
る
。
從

て

産
米

の
管
外
移
出
高

の
季
節
的
受
動
を
研
究
す

る
こ
と
に
よ
っ

て
、
倦
混
化
さ

る
べ
き
米
穀

の
甜
麺

の
大
副
を
裁

謁
こ
と
を
穫

る
で
あ
ら
う
。

二
、
牧
穫
高
蚊
に
米

慣
と

管
外
移
出
高
と
の
関
係

産
米

の
管
外
移
出
高
の
季
節
的
鍵
動

に
就

て
研
究
す

る
に
先

ち
、
牧
穫

の
豊
凶

と
管
外
移
出
高

、
管
外
移
出
高
と
米
櫃
と

の

の

關
係
に
就

て
考
察
を
進

め
る
。

左

に
よ
れ
ば
牧
穫
高

の
豊
凶

と
管
外
移
出
高
と
の
間

に
は
、

○
・六
六
八

の
正
の
相
關

々
係

が
あ
り
.豊
作

の
年
に
販
費
米

の

割
合
が
増
加
す
る
こ
と
が
顯
著

に
窺
は
れ
る
。

次
に
管
外
移
出
高
と
米
償
(ご
①
津
p①(ご

と
の
關
係

に
就
て
見

4)農 林 省 、農務 局 、昭 和6年 度米 穀 要P-24
但 し東 京 、長 野 、山梨 、静 岡、和歌 山、高知 、長 崎及 び沖 縄 の各 府 縣 に は 調査 の5)

掠 るべ きものが な い。
6)牧 穫 高 の正常 値 は明治32年 一昭和4年 の期 間 に 常 嵌め た る野 薮 二次 拠 物線logy

=1・7322750+0.0058099x-0.ooo1956×2よ り算 出 す。但 し原 購 は大 正3年 とす。

管外 移 出高 の正常 値 は大 正9年 一 昭和5年 の期 間 に當俵 め た る謝 籔 直線



第 二表 攻 穫 高拉 に米 慣(Deflated)と 産米 の管 外 移 出 高 との 關 係

酢
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(
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別
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.

獄

右
鴬

鋭
円
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e
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ω
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閥
偏
り

の
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右
係
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L
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】エ..80;:【2.8
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:12・6710.2
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13.31
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12.11

1ユ.35

12.05

1ユ.69
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12.71

13,15

13.94
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7

6
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8
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9
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工
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0
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6.6

9.8

_4 .8

4.0

_5 .6

_3 .1

0.8

_6 .4

4.3

工2

_0 ,1

る
に
爾
者

の
間
に
は

(
一
)
○
・六
六
九

の
逆

の
相
閑

々
係
が
あ

る
。
Z
に
よ
れ
ば
管
外
移
出
高

の
多
き
年
に
は
米
償
は
低
く
、

産
米
の
管
外
移
椙
高
の
季
節
的
攣
動

管
外
移
出
高

の
少
な
き
年

に
は
米
償
が
高
き
こ
と
を
焚
見
す
る
。

か
く
両
者

の
間

に
逆
比
的
な
る
関
係
が
存

す
る
の
は
、

一
方
放

つ

穫
高
と
米

償
と
の
聞
に
は
逆
の
相
關
々
係

が
存
し
、
他
方
牧
穫

高

と
管
外
移
出
高

と
の
聞
に
は
正
の
相
關

々
係
が
存
す
る
た
め

で
あ
る
。
帥

ち
管
外
移
出
高

の
多
少
は
、
か
な
の
確
實

に
牧
穫

の
豊
凶
を
反
映
す

る
に
由

る
も
の
で
あ
っ
て
、
管
外
移
出
高
の

少

な
き
年

に
は
米
償
の
騰
貴
が
現
は
れ
、
反
掛

の
場
合

に
は
米

儂

の
下
落
が
起

る
の
で
あ
る
.
併
し

一
般

に
は
中

心
市
場
忙
於

け

る
発
憤

の
高
き
場
合
に
は
、
藪

に
集
中
す

る
管
外
移
出
高

の

増
加
を
促
す
傾
向
が
あ
る
と
信
ぜ
ら

れ
て
る
る
。

こ
れ
は
中
心

市
場

に
於
け

る
米
償
と
産
地
相
場

と
の
値
鞘

の
如
何

に
よ

っ
て

産
地

よ
り
中
心
市
場

に
米

の
移
動
を
促
す
た
め
に
起

る
現
敦
に

外
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
之
を
實
謹
す
る
た

め
に
は
、
各
府
縣

の
産
米

の
各
月
の
産
地
相
場

と
之
が
中
心
市
場

に
於
け

る
償
格

と
の
値
鞘
を
調
査

し
、
此

の
両
者

の
値
鞘

の
如
何

に
よ
っ
て
、

産
米
が
如
何

に
中

心
市
場

に
移
動
す
る
か
を
考
究

せ
な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
。
此

の
問
題
は
米
穀

の
配
給
拉
に
移
動

に
關
す

る
興
味

あ

る
問
題

で
あ
る
が
、
藪

に
は
之
に
立
ち
入
ら
な

い
こ
と
歯
す

第
三
十
三
瑠

二
九
七

第

二
號

一
四

一

燕y濃儲 器 羅翻 熱畢齢 拶繍離綿 轡 姦直線
logy=1・1304955-HO・0030804Xを と る 。 但 し大 正5年 を原 鮎 と す 。

7)拙 稿 、 敗 覆 高 と米 慣 と の 關 係(本 誌 第33艦 第1號 参 照)



産
米
の
管
外
移
出
高
の
季
節
的
攣
動

る
。
反
之

、
中
心
市
場

(深
川
)
の
米
憤
と
全
国

の
管
外
移

出
高

と
の
關
係

に
就

て
は
、
寧
ろ
管
外
移
出
高

の
方
が
米

償
攣
動

の

の

原
因
と
し

て
現
は

れ
る
。
≦
.
罫

℃
卑
8
塁

の
指
示
に
從

ひ
、

大

正
九
年
十
月
よ
り
昭
和
五
年
九
月
に
至

る

】
二
〇

ケ
月

の
深

川

正
米
相
場

の
月

々
の
循
環
攣
動
を
求

め
、
他
方
同

一
期
間

に

於
け

る
全
国

の
管
外
移
出
高
の
月

々
の
循
環
攣
動
を
求
め
、
両

者

の
相
關

々
係
を
測
定
す

る
に
、
僅
に

二

)
○
・三
六
五

の
逆

の
相
關

々
係

の
存

す
る
を
知

る
の
み
で
あ

っ
海
。
そ
れ
は
、
全

國

の
管
外
.移
出
高
を
…探
る
限
り

、
各
府
縣

の
管
外
移
出
高
攣
動

の
特
殊
性
は
相
互

に
相
殺
さ
れ
相
互
に
共
通
な

る
牧
穫

の
豊
凶

と
云

ふ
事
實

の
み
を
、
最
も
強
く
反
映
す
る
た
め
で
あ
ら
う
。

三
、
産
米
の
管
外
移
出
高
の
季
節
的
璽
動

管
外
移
出
高
が
商
品
化
さ

る
べ
き
米
量

の
大
勢
を
反
映

す
る

も

の
と
ず
れ
ば
、
季
節
的
攣
動
を
顯
著
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
蓋
し
農
業

の
如
き
有
機
的
生
産

に
あ

っ
て
は
、
工
業

生
塵

と
異
り
其

の
生
産

の
時
季
が

一
定

す
る
か
ら
、
生
産

の
時
季
直

後

に
於

て
は
勢

ひ
供
給
は
大
と
な
り

、
端
境
期
に
近
づ
く
に
從

第
三
十
三
巻

二
九
八

第
二
號

一
四
二

て
漸
次
少
な
く
な
る
は
自
然

の
勢

た
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
各

地
方

に
於
け

る
産
米

の
品
質

や
、
土
地
所
有
分
配

の
如
何
や
、

農
業
倉
庫

の
普

及
駿
態

の
如
何
等

の
事
情
が
加
は
つ
て
、
各
地

方

に
於
け

る
産
米

の
出
廻
に
も
夫
々
特
殊
な

る
季
節
的
壁
動
.を

惹
起
す
る
も

の
で
あ
る
。
管
外
移
出
高

の
多
き
地
方
は
、
新
潟

富
山
、
山
形

、
秋
田
、
宮
城
、
滋
賀

、
佐
賀
、
茨
木
、
栃
木
、

熊
本

の
諸
縣

で
あ
る
。
私
は
此
等

の
諸
縣
中

で
各
地

方

の
特
殊

事
杭間
を
臼取
も
よ
く
反
肱
賦
す

る
も

の
と
考

へ
ら

る
-ム
秋
隅
一、
山
形
…

新
潟

、
富
山
、
滋
賀

、
熊
本

の
六
縣
を
選

び
、
夫

々
の
管
外
移

出
高

の
季
節
的
出
廻
状
況
を
比
較
す

る
。
参
考

の
た
め
全
図

の

管
外
移
出
高
及
び
朝
鮮
米

の
内
地
移
.入
高

の
季
節
的
攣
動
を
も

併

せ
掲
載
す

る
。
之

は

を
.
宕
」

、Φ一尖
)誤

の
連
鎖
法

に

基

い

て
大

正
九
年

の
十
月

よ
り
昭
和
貫
生

の
九
月

に
至

る
期
間
に
於

の

て
、
夫

々
の
季
節
攣
動
指
激

を
算
出

し
た

の
で
あ

る
。

左

の
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
産
米

の
出
廻
り

の

最
も
速
き
は
北
陸
地
方

の
新

潟
、
冨
山

の
爾
縣
で
あ
り
、
就
中

冨
山
は
早
稲

牧
穫
直
後

の
九

月
よ
り
十
二
月
迄
が
出
盛
期
で
あ

っ
て
、
新
潟

は
十
月
よ
り
十
二
月
迄

が
出
盛
期
で
あ
り
、
両
者

R.VI.Persons,Correlationoftimeseries(II.1Rieヒz.8)

ti・・1・tat!・ti・ ・) の 方 法 に よ る 。 同 書p・ ・5・.以下 参 照
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第三麦 谷縣の産・総 外移出高の季節憂動指数

駄!廿hの1

秋 田

77.9

9".8

119'.9

1ユ9.7

112.8

11.1.7

108.7

i114.41

'瓢

77.61

8:L6!

富 山

169.7

175,4

148.1

63.4

48.4

68.4

83.2

84.7

82.3;

7δ.5!

72.6…

S6.:密…90.;j

I

・
72.8L86.6

!59.GO6.9

42,4「S6.4 63.1.)!:【24.6

一

潟

.

.

新

慰
地
響
出

内
鰓
移

.一一1112.副

.61131

i159・61

125.01

i16分.呂1

197.81

、68.41

91:[旨

84.71

91.8「

89.li

8・.gl

66.」

77..6…

78.21

77、 、i

朝鮮

57.4

137.9

210.2

146.3

116.7

120.0

10.7

86.5

77.8

51.6

42.5

廠

朋
塾

1

2
.
3

4

5

6

7

8

9

乏

も
.
一
月
以
後
は
急
に
閑
散
と
な
る
。
然

る
に
東
北
地
方

忙
於

.

.て
は
産
米

の
出
廻
期
は
遙
に
窪
く

、
秋
田
は
十
ご
月
よ
り
六
月

迄
が
出
盛
期

で
あ
る
が
、
出

廻
期

が
比
較
的
長
く
且
つ

「
年
中

の
出
廻
ゆ

が
比
較
的
}牛
均
さ
.れ
て
る
る
。
山
形

の
産
…米
出
盛
り

産
米
の
管
外
移
出
高
の
季
節
的
攣
動

は
調
査

六
縣
中
最
も
邊
く
、
五
月
よ
り
八
月
迄
が
出
盛
期
に
し

て
、
且

つ

[
年
中

の
出
廻
り
が
最
も
良
く
卒
均
さ
れ
て
み
る
。

近
畿

の
滋
賀

の
産
米
出
盛
り
は
十

一
月

よ
り

二
月
迄

で
あ
っ
て
、

比
較
的

に
全
圃

の
総
出
廻
り
に
最
も
近

い
が
、
そ
れ
よ
り

嘲
ヶ

月
躍

れ
て
み
る
。
熊
本

の
産
米
出
廻
り
も
比
較

的
窪
く

、
出
盛

り
は
十

二
月
よ
砂
七
月
迄
で
あ
る
が
、
十

二
月

と

「
月

と
の
爾
…

月

の
出

廻
13
が
可
成
り
多
く
、
九
月
か
ら
十

}
月
迄

の
三
ケ
月

が
最
も
閑
散

で
あ
る
。
最
後

に
朝
鮮
米

の
内
地
移
入

の
出
廻
り

は
、
十

「
月
か
ら
四
月
迄
か
最
も
繁
多
で
あ
り

、
就
中
十

}
月

か
ら

一
月
迄
の
三
ケ
月
が
最
も
出
盛
期

で
あ
る
。
斯
く
朝
鮮
米

の
移
入
が
牧
穫
直
後
に
多
き
た
め
、
内
地
米
償
を
量
的
に
歴
迫

す

る
と
の
批
難
が
多
く

、
朝
鮮
米
の
内
地
移
入
を
月
別

に
平
均

的

に
之
を
行

ふ
べ
し
と
の
要
求
が
旺
な

る
所
以
で
あ
る
。
(註
)

四
、
各
縣

の
管
外
移
出
高

の

季
節
受
動

の
特
殊
原
因

斯
く

の
如
く
地
方
産
米

の
出
廻
り
に
遅
速
繁
閑

の
地
方
的
差

異
を

生
ぜ
し
む

る
原
因
は
、

一
は
自
然
的
の
も

の
で
あ
り

、
他

は
肚
會
的
の
も

の
で
あ
る
。
前
者
と
し
て
は
各
地
方

に
於
け

る

第
三
十
三
巻

二
九
九

第
二
號

一
四
三

籍)麟粟騎 鵜 更謙義昏 麟 難膝i藤蕪 謝魏 墜驚 報』によ



産
米
の
管
外
移
出
高

の
季
節
的
攣
動

気
候
及
び
風
土

の
關
係
拉

に
之

が
産
米

の
品
質
拉
に
乾
燥

の
程

度

に
及
ぼ
す
影
響
を
禦

ぐ
べ
き
で
あ
る
。
此
等

の
研
究
は
寧

ろ

自
然
科
躯

の
領
域

に
馬
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
藪

で
は
軍
に
各

地
方
産
米

の
品
質

が
、
そ
の
出
廻
り
に
及
ぼ
す
影
響
を
簡
軍
に

ヘ

へ

も

へ

指
摘
す
る
に
止
め
や
う
。
上
述

の
如
く
北
陸
地
方

の
産
米

の
出

廻
り
は
最
も
速
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

…
般

に
氷
質
軟
弱

に
し
て
乾
燥
不
充
分

で
あ
り
、
從

て
桝
減
り
多
く
貯
藏

に
耐

ヘ

ヘ

ヘ

や

る
こ
と
が
少
な
き
た
め
で
あ
ら
う
。
新
潟
米

の
食
味
は
前
孚
年

は
香
味
頗

る
豊
な

る
も
、
夏
季

に
入
り

て
固
ま
り
、
歯
渾
り
或

モ

も

も

は
「
ポ

ロ
」
つ
き
漸
次
食
味
を
失

ふ
。
富

山
米
は
越
中
米

と
唱

へ

ら
れ
新
潟

の
越
後
米

に
比
し
て
食
味
梢
劣
り
、
耐
藏
力

に
乏
し

き
も

の
で
あ
る
。
か

上
る
品
質
は
産
米

の
出
廻
り
を
勢

ぴ
速

め

へ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

る
こ
と

、
な
る
も

の
で
あ
る
、
東
北
地
方

の
産
米
中
秋
田
産
米

の
食
味

は
半
年

の
間
は
頗

る
佳
良
な
れ
ど
も
、
夏
に
入
り

て
固

ま
り
、歯
潭
り
あ
り
漸
次
美
味
を
失

ひ
、又
桝
減
り
も
壊

し
て
行

く
。
こ
れ
秋
田
産
米

の
出
廻
り

が
七
月

に
入
り

て
急

に
閑
散

と

へ

も

な
る
所
以
で
あ
ら
う
。
次
に
山
形
は
庄
内
米

の
産
地
に
し
て
、

庄
内
米

は
東
北
産
米
中
品
質
第

一
位
を
占
め
、
四
季
を
通
じ

て

第
三
十
三
巻

三
〇
〇

第
二
號

一
四
四

釜
殖
え
多
く
、
食
味

よ
く
光
澤
美
し
く
香
味
に
富
み
粘
力
豊
に

し
て

固
ま
ら
す
特

に

五
・六
月
に
至
り

て
色
澤
最
も
美
し
き
特

徴

が
あ
る
。
而

し
て
耐
藏
力
も
割
合
に
良
好
で
あ
る
。
之

れ
山

形

産
米

の
出
廻
り

が
五
月
以
後
に
於

て
多
き
所
以
で
あ
る
。
近

へ

も

ヘ

へ

畿

の
滋
賀
産
米
は
四
季
を
通
じ

て
釜
殖
え
あ
り

、
食
味
よ
く
光

澤
麗
し
く
香
気

に
富
み
粘
力
曲豆
か

に
し

て
固
吏
ら
す
、
桝

減
り

は
夏
期
に
入
り

て
硝
多
き
方

で
あ
・勺
.
ナ
煮

同
縣

の
産
米

の
出

瑚

廻
り

が
比
較
的
遅
く
ま
で
漸
減
し

つ
」
緩
く
所
以
で
あ
ら

う
。

以

最
後

に
骸
…恥
米
は
肥
後
米

と
唱

へ
ら
れ
、
品
質
及
び
乾
燥

共
に

面

良
好
に
・
て
藁

　

・
食
味
攣

年
繕

不
味
な
　

騨

夏
を
越
す
書

は
香
氣
を
出
し
、
汗
ば
ま
麦

光
澤
災

筆

触

桝

減
り
も
極

め
て
少
な
く
從
て
貯
蔵

力
に
富
み
、

一
般
に
四
季

慰

を
通
じ
て
養

す

・
・
と
が
な
い
。
・
れ
肥
後
米

窟

廻
り
が

噺米

十
二

月
よ
り
八
月
迄
に
多
く
、
九

月
よ
り
十

一
月
迄
が
閑
散
な

臥

の

る
所

以

で
あ
ら
う

。

郎太

以
上
は
盆

の
粟

の
.蟹

や
藻

度
が
移
出
米
の
壽

的
.
晒

攣
動

に
及
ぼ
す
影
響
で
あ
る
が
、
併
し
爾

ほ
其

の
他
に
、
産
米

田の

出
廻

り

の
地
方
的
差
異
を
生
ぜ
し
む
る
肚
會
的
原
因

に
就

て
老



察
せ
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
産
米
の
品
質
は
共
の
出
廻
り
の
遅
速

に
重
大
友
る
影
響
を
及
ぼ
す
者
で
あ
る
が
、
如
何
に
品
質
優
良

の
産
米
と
雄
も
、
之
を
生
産
す
る
農
民
の
資
力
乏
し
き
揚
ム
ロ
に

於
て
は
、
勢
び
牧
穫
直
後
に
費
却
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。

故
に
農
地
の
所
有
分
配
の
如
何
ー
と
云
ふ
と
と
も
、
産
米
の
出
廻

り
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な
る
こ
と
は
之
を
否
認
し
得
友
い
で

あ
ら
う
。
ま
た
俄
令
小
農
多
き
地
方
に
於
て
も
、
農
業
倉
庫
の

震
建
は
、
彼
等
を
し
て
所
有
米
の
保
存
期
間
を
比
較
的
長
か
ら

し
む
る
作
用
Lr~
及げは

F
や
明
ら
か
ず
あ
る
。

プし
J
J
L
L

駐
h
p
J
L

、M叩

l
ι
J
-
3
6
7
』

に
於
け
舟
自
作
目
.
小
作
目
の
反
別
の
割
合
を
見
る
に
左
の
如

〈
で
あ
る
。

第四表各厳に於ける自体
回及び小作間白割合

勢(吋小作山計

会平均 48.1% 
同

新 潟 39.9 60.1 1100.0 

宮 山1
43.3 56.7 100.0 

山 形 44.1 55.3 100.0 

秋 国 40.3 59.7 100目。

滋賀 δ3.4 46.6 100.0 

熊 4468 53.2 100.0 

右
表
に
よ
っ
て
瞭
な
る
如
く
滋
賀
燃
を
除
〈
他
の
五
燃
に
於
て

産
米
巴
管
外
移
出
高
の
季
節
的
轡
動

は
、
全
国
の
卒
均
に
比
し
て
、
小
作
田
の
占
む
る
割
合
が
、
自

作
目
の
占
む
る
割
合
よ
り
も
大
で
あ
る
。
併
し
此
の
事
責
の
み

よ
り
し
て
、
産
米
出
廻
期
の
遅
迩
の
地
方
的
差
異
を
説
明
す
る

を
得
友
い
。
の
て
私
は
右
六
臓
に
於
け
る
耕
地
所
有
者
を
五
段

乃
至
三
町
未
満
の
者
と
三
町
以
上
の
者
と
に
分
ち
て
、
夫
々
の

比
率
一
を
比
較
し
た
。
=
一
町
を
限
界
と
せ
る
は
、
そ
れ
以
上
の
耕

地
所
有
者
は
、
そ
れ
以
下
の
所
有
者
に
比
し
て
、
比
般
的
資
力

大
友
る
も
の
止
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、

従
て
所
有
米
も
比
較
的
長

、
口
市
ザ
ナ
J
H守
一
ひ
山
~
引
司
、
“
・

l

』

為

、

j

l

，
f
干

1
4
r
J
E川
ト
し
れ
わ
〈
カ

F
て
を
と

各県高に於ける三町以下の
耕地所有者と三町以上の
耕地所有者との割合

第五表

lヰ寵Eizh
R1216i 

上

γ
t-一白

100.00 

農林省統計表よ旬算出すω 鍛字は昭和二年乃至四年の三ヶ年の平均を !o。
農林省統計表より算出す。数字は昭和二年乃至m~年の三ヶ年の平均をとる o

右
に
よ
れ
ば
三
町
以
上
の
耕
地
所
有
者
の
剣
合
が
最
も
多
き
は
、
四
日

100.00 

100.00 

100.00 

100.00 

100.00 

8.38 

7.72 

11.4¥1 

11.46 

3.47 

8丑3

88.54 

96.53 

日1.57

山

形

宮

山

秋

l滋

賀民

第
三
十
三
容

O 

第
二
被

一
四
五



産
米
の
管
外
移
嵩
高

の
季
節
的
墾
動

も

へ

し

山
形
縣
で
あ
る
。
此
の
耕
地
所
有

の
分
配
は
、
同
縣

の
産
米

の

品
質

の
優
良
と
相
俟

っ
て
、
管
外
移
出
米

の
出
盛
り
を
邊
ら
せ

る
も

の
㍗
あ
る
。
秘
跡
は
山
形

と
略
同
様
な
る
土
地
所
有
分
配

の
状
態
を
示
す
に
拘
ら
す
、
産
米

の
出
廻
13
の
速
き
は
同
地
産

米

の
品
質

に
基
く
も

の
で
あ
ら
う
。
熊
本
縣
に
於

て
は
三
町
以

上

の
耕
地
所
有
者

が
全
國
平
均

よ
り
も
左
迄
高
か
ら
ざ
る
に
、

産
米

の
出
廻
り

の
遅
ぎ
は
次
に
述

ぶ
る
農
業
倉
庫

の
飽
田
及
の
大

ヘ

ヘ

や

な

る
に
起
因
す

る
も

の
と
考

へ
ら

れ
る
。
新

潟
縣

に
於

て
は
三

町
以
上

の
耕
地
所
有
者

の
割
合

が
、
全
国

の
準

均
以
上
に
あ
る

も
、
同
縣
に
於

て
は
小
作
地

の
占
む
る
割
合
が
自
作
地

に
比
し

ヘ

へ

し

て
遙
か

に
大

い
な
る
事
情

に
、注
目
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
富
山
縣

に
於

て
は
三
町
以
上

の
耕
地
所
有
者

の
割
合
は

、
全
国
李
均
よ

り
も
以
下

で
あ
る
。
此
等

の
事
情
は
爾
縣

の
産
米

の
品
質

と
相

俟

っ
て
、
産
米

の
出
廻
り
を
速

め
る
も

の
で
は
な
か
ら
う
か
。

へ

も

へ

滋
賀
縣

に
於

て
は
三
町
以
上

の
耕
地
所
有
者

の
占
む
る
割
合
は
、

遙

に
全
図
李
均
以
下
で
あ
る
が
、
同
縣

に
於

て
は
自
作
田

の
占

む
る
割
合
が
小
作
田
に
比
し
て
遙
か
に
全
國
平
均
よ
b
大
で
あ

る
。
・此

の
事
情

は
産
米

の
出
廻
り
に
多
少

の
影
響
を
與

ふ
る
も

第
三
+
三
巻

三
〇
二
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の
と
考

へ
ら
れ
る
。

最
後
に
以
上
六
縣
に
於
け
る
農
業
倉
庫

の
普
及
度

に
就

て
考

察
し
ゃ
う
。
各
縣

の
産
米

額
を
以
て
農
業
倉
庫

の
穀

物
牧
容
力

(
石
鍛
)
を
除
し
た
る
商
を
以

て
、
農
業
倉
庫

の
普
及
度
を
表
示

す
る
も

の
と
考

ふ
。
産
米
額

の
代
り

に
商
品
化
さ
る
べ
き
米
量

へ

へ

を
以
て
し
元
方
が
よ
り
良
く
要
當
す
る
も

の
と
考

へ
ら

れ
る
が

各

店
縣
に
於
け
る
商
品
化
さ
る
べ
き
米
量
を
質
寇
す
る
こ
と
は

困
難
な

る
が
故
に
産
米
額
を
探

る
こ
と
製
し
た
。

第六表 各縣に於 ける農業倉庫

の普及度

地方
農業;倉庫.
の牧 容 力

(石 輩位)

米 産 額
(石 輩位,

農 ・倉
庫の普
及度

全 国 6,008,793 59,332,810 10.13

新 潟 28ユ,488 3,336,230 8.44

富 山 20].,443 1,635,155 12.32

山 形 201,235 2,017,355 9.97

秋 田 221,903 2,030,927 11.07
・

滋 賀 198,649 1,502,528 ユ3.22

熊 本 491,580 ユ郷2　 31.51

あ

ヘ

へ

之
に
よ
れ
ば
熊
本
縣
が
最
も
農
業
倉
庫
の
普
及
度
が
高
い
。
こ

12)農 林 省 統 計 表 よ り算 出 す。数 字 は昭和 二年 乃.i昼四年 の三 ケ年 の平 均 を と る。



れ
同
燃
の
産
米
の
出
廻
り
が
楚
き
所
以
の
一
た
る
で
あ
ら
う
。

共
の
他
の
諸
臓
に
就
て
は
全
凶
卒
均
に
略
近
い
普
及
度
を
一
示
し

て
ゐ
る
か
ら
、

と
れ
よ
り
積
極
的
の
結
論
を
引
出
す
と
と
は
困

難
で
あ
る
。五

、
結

言

以
上
に
一
日
一
て
主
要
の
産
米
移
出
諸
燃
に
於
け
る
産
米
の
管
外

移
阿
南
の
季
節
的
慶
動
を
瞭
に
し
、
且
つ
此
の
時
米
間
廻
り
期

の
地
方
酌
遊
山
班
忍
び
繁
閑
を
生
ゼ

L
め
る
原
因
に
就
て
説
明
し

得
た
と
忠
ふ
。
而
し
て
管
外
移
出
高
の
出
廻
り
を
全
図
的
に
統

制
ず
る
方
策
は
、
技
術
的
危
る
産
米
の
改
良
と
農
業
倉
庫
の
普

及
と
に
倹
た
-
な
け
れ
ば
た
ら
ね
。
若
し
農
業
倉
庫
に
し
て
理
想

的
に
畿
建
す
る
た
ら
ぽ
、
農
業
生
産
者
た
る
小
農
を
し
て
、
共

の
産
米
の
比
較
的
長
期
に
亘
る
保
管
を
可
能
な
ら
し
め
小
量
一
宛

の
生
産
米
を
大
量
に
集
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
品
と
し
て

の
償
値
を
高
め
、
従
て
大
に
し
て
は
米
穀
の
配
給
の
合
理
化
を

岡
り
得
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ど
産
米
の
品
質
が
地
方
的
に
相
違

あ
る
限
り
、
各
地
の
産
米
の
向
廻
り
に
建
惑
を
生
や
る
は
蓋
し

産
米
D
h
管
外
移
出
高
の
季
節
的
強
動

己
む
を
得
ざ
る
所
で
あ
ら
う
。
従
て
各
府
耐
臓
が
各
自
侭
立
し
て
恥

農
業
倉
庫
に
よ
っ
て
平
均
責
り
を
貸
現
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

配
給
の
合
理
化
を
行
は
ん
と
す
る
は
困
難
で
あ
り
、
且
つ
経
済

主
義
に
も
反
す
る
で
あ
ら
う
。
何
て
之
に
は
全
園
的
左
る
販
寅

組
合
聯
合
舎
を
組
織
し
て
、
よ
く
各
府
鯨
の
跨
米
の
品
質
を
調

査
し
て
、
全
国
的
に
市
揚
に
出
廻
る
産
米
を
統
制
す
る
策
に
出

で
友
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
各
府
鯨
の
際
米
の
品
質
に
酒
癒
し

た
季
節
的
問
姐
わ
り
を
或
る
程
度
に
許
し
つ
k
然
か
も
全
岡
山
的
に

統
一
あ
る
卒
均
的
友
る
出
廻
り
を
在
す
ゃ
う
工
夫
す
る
と
er一が

肝
要
で
あ
る
。
叉
内
地
米
の
出
廻
り
を
統
制
す
る
l
t
同
時
に
朝

鮮
米
の
内
地
移
入
に
も
、
充
分
左
る
統
制
を
加
ふ
る
工
夫
を
怠

つ
て
は
な
ら
ぬ
。
聞
〈
所
に
よ
れ
ば
、
か

L
る
任
務
を
有
す
る

"'9; 

有
限
責
任
全
閥
米
穀
販
費
購
買
JJI. 
.o. 
口

聯
.o. 

舎
b. 
泊宝

近
く
出
現
し

域然
内か
にも
在此
るの
販全
E苦闘
組的
合聯
及合
ぴ曾
農は
業
倉所
庫属
の聯
販合
賓曾
すを
るし
米て
の共
前の
三区

箇
年
平
均
数
量
の
二
割
以
上
に
相
営
す
る
米
の
販
貸
を
所
属
組

合
は
共
の
販
買
す
る
米
の
前
三
箇
年
平
均
数
量
の
二
割
以
上
に

相
官
す
る
米
の
販
買
を
、
毎
年
自
己
に
強
制
的
に
委
託
せ
し
め
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金
.問

題

批
.剃

ん

と
す
る
も

の
で
あ

る
。
此

の
全
国
的
聯
合
會

の
成
立
は
、
昨

年
来

の
農
業
恐
慌

に
よ
っ
て
促
さ
れ
た
所

で
あ
ら
う
が
、
從
來

商

品
化
さ
る

」
農

産
物
に
就

て
は
、
そ
の
取
引
は
殆

ん
ど
商

人

の

【
方
的
意
思
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
て
る

る
有
様

で
あ
っ
た

の

を
、
多
少
な
り
と
も
農

民

の
側
か
ら
も
之

に
封

し
て
支
配
力
を

及
ぼ
さ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
其

の
意
気

や
誠

に
壮
と
す
べ

き
で
あ
る
。
私
は
同
聯
合
曾
が
健
全
な
る
螢
達
を
遂
げ
、
農
村

に

於
け
る
協
同
組
合
精
祠
を
根
底

と
し
て
、
米
穀

配
給

の
合
理

化

に
貢
献

す
る
こ
と
を
衷
心
よ
り
希
望
す
る
も

の
で
あ
る
。

9-.■歯噛距」,ツ
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